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椋田哲史〈司会〉

むくた さとし

専務理事

イノベーション創出による
生産性向上と人材育成

今
年
１
月
に
公
表
さ
れ
た
「
２
０
１
９
年
版
経
営
労
働

政
策
特
別
委
員
会
報
告
」
で
は
、So

ciety
5.0

を
視
野
に

置
き
な
が
ら
、
新
た
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
働
き
方
の
実

現
に
向
け
た
諸
課
題
を
整
理
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
働

き
方
改
革
の
さ
ら
な
る
推
進
と
労
働
生
産
性
の
向
上
に
一

体
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
そ
の
た
め
に
不
可

欠
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
人
材
育
成
の
重
要
性
を

強
調
し
て
い
る
。

本
座
談
会
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
よ
る
生
産

性
向
上
と
人
材
育
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
各
社
の
取
り

組
み
状
況
を
踏
ま
え
、
重
点
的
に
検
討
。
そ
の
う
え
で
、

各
社
の
実
情
に
即
し
た
働
き
方
、
処
遇
の
あ
り
方
な
ど
、

今
次
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
お
け
る
主
要
な
論
点
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
企
業
労
使
の
議
論
の
方
向
性
を

展
望
す
る
。
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コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
化
す
る

海
運
業
界
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
は
不
可
欠

マ
テ
リ
ア
ル
ズ
・

イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
で

素
材
開
発
を
加
速

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
よ
る

生
産
性
向
上
と
人
材
育
成

椋
田

労
働
生
産
性
向
上
の
議
論
で
は
、
労
働
時
間

の
削
減
や
業
務
の
効
率
化
に
よ
る
「
イ
ン
プ
ッ
ト
の

改
善
」
に
焦
点
が
当
た
り
が
ち
で
す
。
企
業
が
自
社

の
競
争
力
を
強
化
し
、
持
続
的
に
収
益
を
拡
大
し
て

い
く
に
は
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
付

加
価
値
の
高
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
）を
通
じ

た
「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
増
大
」
に
よ
る
生
産
性
向
上

が
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
た
各
社
の
取
り
組
み
と
課

題
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）へ
の
貢
献

を
意
識
し
た
事
業
活
動
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
お
聞

き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
工
藤
副
会
長
か
ら
、

ご
発
言
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
藤
「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
増
大
」
と
は
「
付
加
価

値
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
を
い
か
に
つ
く
っ
て

い
く
か
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
当
社
で
い
う
と
、

操
船
が
難
し
い
、
安
全
性
を
担
保
す
る
の
が
難
し
い

領
域
に
あ
た
り
ま
す
。

具
体
例
と
し
て
、
シ
ャ
ト
ル
タ
ン
カ
ー
と
い
う
船

が
あ
り
ま
す
。
海
底
油
田
上
に
あ
る
石
油
生
産
・
貯

蔵
・
積
み
出
し
施
設（
Ｆ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
）か
ら
海
上
に
停
泊

し
た
ま
ま
油
を
積
み
込
み
、
陸
上
の
基
地
ま
で
ピ
ス

ト
ン
輸
送
す
る
船
で
す
。
海
底
油
田
は
、
北
海
な
ど

気
象
・
海
象
の
厳
し
い
場
所
に
あ
る
た
め
、
本
船
に

は
高
性
能
のD

ynam
ic
P
ositioning

System

（
動

的
定
点
保
持
シ
ス
テ
ム
）と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
使
っ

て
船
の
揺
れ
を
抑
え
て
は
い
る
も
の
の
、
操
船
自
体

が
非
常
に
難
し
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

も
う
１
つ
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船（
液
化
天
然
ガ
ス
船
）で

す
。
１
隻
あ
た
り
２
０
０
億
円
ほ
ど
し
ま
す
が
、
米

国
で
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
生
産
が
開
始
さ
れ
て
以
来
、
需

要
が
増
え
て
い
ま
す
。

万
が
一
事
故
が
起
こ
る
と
被
害
も
甚
大
と
な
る
た

め
、
安
全
性
の
担
保
が
非
常
に
大
切
と
な
り
、
船
の

機
能
と
船
員
の
専
門
知
識
、
技
能
が
問
わ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
極
度
に
取
り
扱
い
が
難
し
い
船
は
、
付
加

価
値
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
以
外
の
多
く
の
船
の
事
業

は
、
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
化
し
て
い
ま
す
。
世
界
の
造

船
業
の
シ
ェ
ア
は
日
本
、
中
国
、
韓
国
の
３
カ
国
で

９
割
を
、
ま
た
船
員
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
約
７
割
を

占
め
、
ハ
ー
ド
面
で
の
差
別
化
が
難
し
い
の
が
現
状

で
す
。
そ
こ
で
、
当
社
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
デ
ジ
タ
ル
革
新
）を
通
じ
た
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
駆
使
し
て
デ
ー
タ
を
収
集
し
、

船
の
運
航
状
況
を
一
元
管
理
し
て
い
ま
す
。
船
の
運

航
は
、
気
象
・
海
象
、
海
流
な
ど
の
影
響
を
受
け
、

ス
ピ
ー
ド
や
燃
料
消
費
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

常
時
８
０
０
隻
ほ
ど
運
航
し
て
い
る
当
社
船
舶
か
ら

得
た
気
象
・
海
象
、
海
流
な
ど
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を

も
と
に
、
船
の
適
切
な
運
航
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

で
、
目
的
地
に
早
く
到
着
さ
せ
た
り
、
燃
料
消
費
を

抑
え
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
同
時
に
、
エ
ン

ジ
ン
の
排
気
温
度
な
ど
船
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
関

す
る
デ
ー
タ
も
収
集
・
蓄
積
し
、
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
の
異
変
の
早
期
発
見
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
テ
ナ
船
の
イ
ー
ル
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
注
）

に
お
い
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
最
大
限
に
活
用
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
現
在
、
ア
ジ
ア
か
ら
米
国
・

欧
州
に
向
け
た
積
み
荷
が
２
と
す
る
と
、
米
国
・
欧

州
か
ら
ア
ジ
ア
に
向
け
た
積
み
荷
は
１
ぐ
ら
い
の
量

で
す
。
ア
ジ
ア
か
ら
積
み
荷
を
満
載
し
た
船
を
出
し

て
も
、
帰
り
は
半
分
の
コ
ン
テ
ナ
が
空
に
な
っ
て
し

ま
う
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
当
社
グ
ル
ー
プ
会
社
で

動
か
し
て
い
る
約
１
５
０
万
個
の
コ
ン
テ
ナ
の
位
置

や
状
態
を
デ
ー
タ
で
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ジ

ア
へ
の
復
荷
の
最
大
化
や
、
空
コ
ン
テ
ナ
の
ム
ダ
な

動
き
の
最
小
化
・
在
庫
の
最
適
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す

る
こ
と
で
収
益
を
い
か
に
最
大
化
す

る
か
が
、
海
運
各
社
の
競
争
力
を
左

右
し
て
い
ま
す
〔
図
表
１
参
照
〕。
そ

こ
に
付
加
価
値
の
源
泉
が
あ
る
わ
け

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
レ
ベ
ル
、
そ
れ
を
使
う
社
員
の

レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
大

き
な
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

椋
田

小
堀
副
議
長
、
製
造
業
の
立

場
か
ら
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

小
堀

当
社
は
、
２
０
１
６
年
４
月

よ
り
、
事
業
持
株
会
社
制
へ
移
行
す

る
と
と
も
に
事
業
領
域
を
「
マ
テ
リ

ア
ル
」「
住
宅
」「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」
の

３
つ
に
再
編
し
、
３
カ
年
の
中
期
経

営
計
画「C

s

（
シ
ー
ズ
）for

T
om
or-

row
2018

（C
T
2018

）」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

本
計
画
で
は
、「
収
益
性
の
高
い

付
加
価
値
型
事
業
の
集
合
体
」
と
い

う
２
０
２
５
年
の
当
社
の
あ
る
べ
き

姿
を
見
据
え
、
多
角
的
な
事
業
と
多
様
な
人
財
の
結

束
で
、
こ
の
３
カ
年
を
次
な
る
飛
躍
の
基
盤
を
つ
く

る
た
め
の
期
間
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。ま
た
、こ
れ

か
ら
求
め
ら
れ
る
社
会
像
と
し
て
「
ク
リ
ー
ン
な
環

境
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
」
と
「
健
康
・
快
適
で
安
心
な
長

寿
社
会
」を
掲
げ
、そ
の
実
現
に
向
け
て
社
会
課
題
の

解
決
に
取
り
組
み
、
企
業
価
値
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

そ
う
し
た
な
か
、「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
増
大
」
に

よ
る
労
働
生
産
性
向
上
に
向
け
て
は
、
当
社
と
し
て

も
、
研
究
開
発
や
生
産
現
場
な
ど
、
事
業
活
動
の
各

側
面
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

研
究
開
発
の
領
域
に
お
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
や
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
技
術
を
材
料
開
発
に
応
用
す
る
Ｍ
Ｉ（
マ
テ

リ
ア
ル
ズ
・
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
）を
導
入
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
化
学
反
応
を
促
進
す
る
「
触
媒
」

の
開
発
で
は
、
研
究
者
の
勘
に
頼
る
従
来
の
実
験
型

の
手
法
で
は
１
〜
２
年
か
か
る
と
こ
ろ
を
、
お
よ
そ

３
分
の
１
か
ら
５
分
の
１
の
期
間
で
新
触
媒
を
開
発

す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
〔
図
表
２
参
照
〕。

知
財
関
係
で
は
、「
特
許
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
Ｓ
Ｄ
Ｂ

：

戦
略
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）」
を
構
築
し
、
技
術
・
市

場
・
他
社
動
向
の
把
握
、
研
究
開
発
テ
ー
マ
の
探
索
、

技
術
・
特
許
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
明
確
化
、
研
究

開
発
・
事
業
に
対
す
る
障
害
特
許
の
把
握
と
対
策
の

（注）イールドマネジメント：需要予測を基に、最適なタイミング・
価格で商品を販売し、採算性を向上させる管理手法

図表１ SIMS概要 ――ビッグデータ解析と活用のフロー

提供：日本郵船

航海ごとの燃料増加要因分析�燃料消費量やスピードの
トレンドのモニタリング

�計画スピードとの比較
�エンジン機関の予防保全

※SIMS正式名称：Ship Information Management System
船舶パフォーマンスマネジメントシステム

動揺センサー

�GPS
�対水船速計
�風向風速計
�ジャイロコンパス

�主機
�燃料流量計
�軸馬力計
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�� 製品特性
機能・性能

�開発期間を1/3～1/5に短縮
�従来とは異なる新規組成で最高性能を実現

触媒開発におけるMI適用の効果例（イメージ図）

MI（マテリアルズ・インフォマティクス）
予測

提案

実験回数

組成・構造
実験条件
プロセス条件

目標値

触
媒
性
能

「
紙
」を
活
用
し
た
技
術
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む

立
案
な
ど
、
知
的
財
産
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

生
産
現
場
で
は
、
い
く
つ
か
の
モ
デ
ル
工
場
を
選

定
し
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
生
産
性
向
上
、
品
質
向
上
、
保
全
費
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
各
モ

デ
ル
工
場
の
成
果
を
横
展
開
し
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
Ｃ
Ａ
Ｅ（C

om
puter

A
ided

E
ngineering

）を
駆
使
し

て
、
単
に
素
材
を
提
案
す
る
だ
け
で

な
く
、
具
体
的
な
設
計
、
生
産
プ
ロ

セ
ス
な
ど
も
あ
わ
せ
て
提
案
し
、
ト

ー
タ
ル
で
お
客
様
を
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
よ

り
提
案
力
の
高
い
企
業
に
な
る
こ
と

で
、
お
客
様
の
信
頼
を
得
て
、
企
業

と
し
て
の
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と

が
ね
ら
い
で
す
。

ま
た
、
国
内
外
の
大
学
、
公
的
機

関
、
企
業
な
ど
外
部
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
、
共
同
開
発
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ（
物
質
・
材
料
研
究
機
構
）

と
化
学
４
社（
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
、
住

友
化
学
、
三
井
化
学
、
旭
化
成
）が

協
働
し
て
、
革
新
的
な
素
材
・
材
料
を
開
発
す
る
た

め
の
デ
ー
タ
基
盤
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
、
オ
ー
ル
ジ

ャ
パ
ン
で
海
外
企
業
と
競
争
で
き
る
体
制
を
つ
く
ろ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
取
り
組
み
の
前
提
と
し
て
、
当
然
、
人
財
の

育
成
・
確
保
が
最
大
の
課
題
と
な
り
ま
す
。
当
社
で

は
、
昨
年
、「
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
」
を
新
設
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
で
き
る
人

財
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
エ
ン

ジ
ニ
ア
を
初
級
、
中
級
、
上
級
に
レ
ベ
ル
分
け
し
、

ど
の
レ
ベ
ル
の
人
財
が
、
い
つ
ま
で
に
、
何
人
必
要

な
の
か
、
中
長
期
的
な
計
画
を
立
て
、
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
２
０
１
７
年
に
は
「
高
度

専
門
職
制
度
」
を
１０
年
ぶ
り
に
見
直
し
、
新
事
業
創

出
・
事
業
強
化
に
向
け
て
高
い
専
門
性
を
持
つ
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
意
欲
高
く
専
門
性
を
発
揮
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
〔
図
表
３
参
照
〕。
ま
た
、
よ

り
良
い
処
遇
の
も
と
で
活
躍
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
で
す
が
、
当
社
は

従
来
か
ら
、「
私
た
ち
旭
化
成
グ
ル
ー
プ
は
、
世
界

の
人
び
と
の
�
い
の
ち
�
と
�
く
ら
し
�
に
貢
献
し

ま
す
」
と
い
う
企
業
理
念
に
基
づ
い
て
、
事
業
活
動

等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
近
年
、
企
業
の
社
会
貢
献

に
対
し
て
、
投
資
家
を
含
む
社
会
全
体
の
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

課
題
に
関
す
る
専
門
の
組
織
を
設
置
し
ま
し
た
。
活

動
を
一
元
的
に
管
理
し
、
社
内
へ
の
周
知
と
社
外
へ

の
発
信
を
同
時
に
行
っ
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
、

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
、
あ
る
い
は
少
子
高
齢
化

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る

新
事
業
の
創
出
に
努
め
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
企

業
の
付
加
価
値
を
高
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

椋
田

同
じ
く
製
造
業
の
立
場
か
ら
、
進
藤
委
員
長
、

お
願
い
し
ま
す
。

進
藤

製
紙
産
業
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
側
面
か
ら

見
る
と
、
他
の
製
造
業
と
異
な

る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ご
承
知

の
と
お
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
�
Ｓ
�

は
�Sustainable

�
で
す
が
、

日
本
の
製
紙
産
業
は
、
原
料
の

約
６
割
を
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
で
、

ま
た
約
４
割
を
再
生
可
能
な
植

林
木
や
製
材
残
材
な
ど
で
賄
っ

て
い
ま
す
。
し
か
も
工
場
に
は
、

サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
、
す
な

わ
ち
残
材
を
製
造
工
程
で
使
用

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
活

用
で
き
る
イ
ン
フ
ラ
も
整
っ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
基
本
的
に

は
再
生
可
能
な
原
料
・
燃
料
に

よ
る
事
業
継
続
が
可
能
で
あ
り
、

そ
れ
だ
け
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
を

実
現
で
き
る
と
い
う
産
業
な
の

で
す
。

当
社
グ
ル
ー
プ
レ
ポ
ー
ト
は
、

２
０
１
８
年
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

対
応
す
る
よ
う
改
定
し
て
い
ま

す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
１３
「
気
候
変
動
に
具
体
的
な

対
策
を
」
を
例
に
取
る
と
、
当
社
も
重
油
等
を
使
う

た
め
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
す
る
一
方
、
国
内
外
４５

万
ha
に
及
ぶ
広
大
な
社
有
林
を
適
切
に
運
営
し
て
い

ま
す
。
こ
の
社
有
林
が
吸
収
す
る
Ｃ
Ｏ
２

量
を
勘
案

す
る
と
、
排
出
量
は
マ
イ
ナ
ス
６
０
０
万
ｔ
と
な
り
、

吸
収
し
て
い
る
量
の
方
が
ず
っ
と
多
い
の
で
す
。

ま
た
、
目
標
１４
「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」
に
関

連
す
る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
に
つ
い
て
、
今
、

代
替
材
と
な
り
得
る
紙
に
注
目
が
集
ま
る
こ
と
は
、

製
紙
産
業
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
象
徴
し
て
い
る

も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
社
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
も
、
こ
う
い
っ
た
産

業
の
特
性
を
活
か
し
、
さ
ら
に
可
能
性
を
広
げ
て
い

く
こ
と
が
基
本
線
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
の
、
使
い
捨
て
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
品
の
削
減
の
た
め
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
紙

素
材
で
代
替
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
社
会
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

当
社
で
は
、
主
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
使
わ
れ
て
い
る

バ
リ
ア
性
の
あ
る
包
装
材
料
を
紙
に
置
き
換
え
る
た

め
、
水
蒸
気
・
酸
素
の
両
方
に
対
し
て
バ
リ
ア
性
を

有
す
る
「
マ
ル
チ
バ
リ
ア
紙
」
を
開
発
し
て
い
ま
す

し
、
そ
の
ほ
か
に
も
「
紙
製
の
紙
コ
ッ
プ
蓋（
ト
ラ

ベ
ラ
ー
リ
ッ
ド
）」
や
「
紙
製
ス
ト
ロ
ー
原
紙
」
な

図表２ 触媒開発イメージ

提供：旭化成

エグゼクティブフェロー
（執行役員相当処遇）

新しい技術領域を創出した、あるい
は技術領域を著しく拡大した実績
を持つ者

プリンシパルエキスパート
（事業部長相当処遇）

各技術領域におけるトップ技術者

シニアフェロー
（事業部長～執行役員相当処遇）

定年到達後の任期満了に伴い
エグゼクティブフェロー、プリンシ
パルエキスパートを退任したあと
も引き続き右記役割を担うと期
待される者

エキスパート（課長相当処遇）
リードエキスパートに次ぐ専門職（リードエキスパートの候補者）

リードエキスパート（部長相当処遇）
プリンシパルエキスパートに次ぐ専門職（プリンシパルエキスパートの候補者）

図表３ 旭化成の高度専門職制度（概要）

提供：旭化成

�トップ専門職
として技術や専
門性を深耕・発
展させて新事業
創出や事業強化
に積極的に参画、
貢献する

�当該領域の人
財育成を行う

技術や専門性を
深耕・発展させ
て新事業創出や
事業強化に積極
的に参画、貢献
する

【役割】【高度専門職制度（改定後）】



122019・3

働きがい向上とイノベーション創出 by Society 5.0

2019・313

特集

テクノロジスト
特定の専門性を持った
高度な専門職として、

テクノロジーを開発・活用する
さらに自身の専門性そのものも開発する

・テクノロジーイノベーター
・テクノロジー関連プロフェッショナル
・ビジネス関連プロフェッショナル
・ソーシャル関連プロフェッショナル

限られた職域の業務に
注力し続ける

スペシャリスト
広範な知識を持ち、
調整能力に長けている

プロデューサー
複数の領域の知識や人脈を持ち、
テクノロジストたちを束ねて

新たな価値やビジネスモデルを創出し、
収益を生み出す

�起業家
�経営者

�プロジェクトマネジャー
�クリエイティブディレクター

ゼネラリスト

働
く
人
た
ち
の
キ
ャ
リ
ア
も

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に

若
手
キ
ャ
リ
ア
を

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て

育
成
し
て
い
く
こ
と
が
課
題

ど
の
提
供
を
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
木
材
か
ら
生

分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
つ
く
る
研
究
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

新
し
い
可
能
性
と
い
う
面
で
は
、
植
物
繊
維
セ
ル

ロ
ー
ス
を
ナ
ノ
単
位
ま
で
細
か
く
し
、
透
明
で
か
つ

強
度
は
鉄
の
５
倍
と
い
う
優
れ
た
特
性
を
持
つ
Ｃ
Ｎ

Ｆ（
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
）と
い
う
素
材
に

つ
い
て
、
画
期
的
な
製
造
方
法
を
開
発
し
、
実
証
生

産
設
備
を
稼
働
し
ま
し
た
。
独
自
技
術
で
さ
ま
ざ
ま

な
形
状
の
Ｃ
Ｎ
Ｆ
や
複
合
材
の
開
発
を
行
い
、
よ
り

広
い
分
野
で
の
用
途
開
発
を
加
速
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
当
社
の
取
り
組
み
の
ご
く
一
部
で
す
が
、
１

５
０
年
近
い
歴
史
の
な
か
で
培
っ
て
き
た
、
木
質
資

源
や
紙
を
活
用
す
る
技
術
の
応
用
が
、
今
こ
そ
世
の

中
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
迅
速
に
成
し
遂
げ

る
た
め
、
当
社
は
人
事
面
で
も
後
押
し
を
し
て
お
り
、

「
認
定
研
究
員
」
と
い
う
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
当
社
を
代
表
す
る
よ
う
な
、
特
に
高

度
な
専
門
知
識
を
有
す
る
研
究
員
の
う
ち
、
厳
正
か

つ
戦
略
的
な
審
査
で
テ
ー
マ
・
研
究
者
を
対
象
と
し

て
認
定
し
て
い
ま
す
。
研
究
者
は
研
究
に
没
頭
す
る

あ
ま
り
、
働
き
過
ぎ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
働
き
過
ぎ
を
防
止
す
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
か
け
、
報
酬
面
で
も
優
遇
し
た
う

え
で
、
い
わ
ゆ
る
専
門
業
務
型
裁
量
労
働
制
を
適
用

し
、
革
新
的
な
研
究
開
発
に
集
中
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
認
定
研
究
員
の
研
究
の
な
か
か

ら
、
い
く
つ
も
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
芽
が
生
ま
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

研
究
開
発
部
門
で
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
新
事

業
創
出
、
新
市
場
・
新
製
品
の
開
拓
や
開
発
等
、
事

業
構
造
転
換
を
加
速
す
る
た
め
に
、
研
究
開
発
者
と

し
て
の
能
力
の
み
な
ら
ず
、
研
究
開
発
以
外
の
さ
ま

ざ
ま
な
能
力
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
問
題
解
決
の
た
め
の
ロ
ジ
カ
ル

シ
ン
キ
ン
グ
、
品
質
管
理
手
法
、
Ｓ
Ｑ
Ｃ（
統
計
的

品
質
管
理
手
法
）、
品
質
工
学
の
実
践
演
習
な
ど
、

研
究
者
・
開
発
者
の
基
礎
力
向
上
研
修
を
新
入
社
員

時
か
ら
し
っ
か
り
行
い
ま
す
。

ま
た
、部
門
で
の
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
に
必
要
な
交
渉
学
や

知
財
研
修
、科
学
技
術
の
み
な
ら
ず
経
済
界
・
大
学
な

ど
各
界
の
有
識
者
か
ら
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
情
勢
な
ど

も
含
め
た
外
部
講
演
な
ど
の
実
施
を
通
じ
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
社
員
の
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

椋
田

そ
れ
で
は
、
中
村
主
任
研
究
員
よ
り
、
３
社

の
事
例
等
を
お
聞
き
に
な
っ
て
の
感
想
・
コ
メ
ン
ト

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
村

実
は
、
私
は
数
学
科
出
身
の
「
リ
ケ
ジ
ョ
」

で
す
。
理
系
の
人
た
ち
が
楽
し
く
働
い
て
、
世
間
か

ら
も
評
価
さ
れ
る
社
会
を
つ
く
り
た
い
と
の
思
い
で
、

こ
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出

に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の

実
現
に
向
け
て
、企
業
が
、高
度
な
専
門
性
を
持
っ
た

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
活
躍
で
き
る
環
境
を
整
備

し
始
め
た
と
伺
い
、
本
当
に
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
で
は
、
２
０
１
６

年
に
政
策
提
言
「W

ork
M
odel

2030

」
を
公
表

し
、
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
／
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
い
う
従

来
の
人
材
像
か
ら
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
／
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ス
ト
と
い
う
新
た
な
人
材
像
へ
の
転
換
を
打
ち
出

し
ま
し
た
〔
図
表
４
参
照
〕。
提
言
で
は
、「
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
人
材
は
社
内
だ
け
で
な
く

外
部
の
多
様
な
専
門
家
と
も
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

き
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、

自
ら
技
術
を
つ
く
り
出
す
だ
け
で
な
く
、
自

ら
の
専
門
性
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
る
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ス
ト
で
あ
る
」
と
提
唱
し
た
の
で
す
。

ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
か
ら
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
へ
、

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
か
ら
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ス
ト
へ

と
、
求
め
ら
れ
る
人
材
像
が
シ
フ
ト
し
て
い

く
な
か
で
、
各
社
が
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
に
対
し
て
、
魅
力
的
な
処
遇
を
準
備
し
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
や
す
い
環
境

を
整
え
て
い
る
こ
と
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
す
。
そ
の
う
え
で
指
摘
し
て
お
き

た
い
の
は
、
事
業
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が

重
要
な
の
と
同
様
に
、
働
い
て
い
る
人
た
ち

の
キ
ャ
リ
ア
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
で
な
く
て
は

い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

昨
年
か
ら
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
に
関
す

る
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
企
業
は
、
事
業

と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
社
会
課
題
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、
戦
略
的

に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
活
動
が
参
加
し
て
い
る
社
員
個
人
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
か
を
尋
ね
る
と
、
明
確
に

答
え
ら
れ
る
企
業
は
と
て
も
少
な
い
の
で
す
。

社
会
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
企
業
の
取

り
組
み
は
加
速
し
て
い
ま
す
。
参
加
し
て
い
る
社
員

一
人
ひ
と
り
が
そ
の
意
義
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
活
動
を
通
じ
て
学
び
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
で
す
。
今
は
そ
の
過
渡
期
と
い
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

椋
田
「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
増
大
」
に
よ
る
生
産
性

の
向
上
に
は
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
仕
事
を
担
う
人

材
の
確
保
と
育
成
、
そ
し
て
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経

営
の
推
進
が
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
人
材

育
成
施
策
の
現
状
と
課
題
、
社
員
の
主
体
的
な
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
、
女
性
や
若
年
者
、
高
齢
者
、
障
が

い
者
、
外
国
人
材
な
ど
多
様
な
人
材
の
活
躍
推
進
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
職
場
環
境
の
整
備
や
人
事
賃
金

制
度
な
ど
に
つ
い
て
、
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
進
藤
委
員
長
か
ら
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

進
藤

人
材
育
成
や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
組
織
に
定

着
さ
せ
る
に
は
、
そ
の
基
礎
と
な
る
働
き
方
改
革
の

取
り
組
み
が
浸
透
し
、
事
前
に
決
定
し
た
方
針
・
目

図表４ これからのプロフェッショナル

出所：「work Model 2030」
�Recruit Works Institute All rights reserved

マルチバリア紙
提供：王子ホールディングス
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2017年度

東京本社地区（28社）平均

2016年度2015年度2014年度2013年度

1822

228時間・11％減
（2013→2017年度）

1841

1903

1976

2050

（時間／年）

2100

2000

1900

1800

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
商
船
大
学
を
設
立
、

優
秀
な
船
員
を
育
成
・
確
保

働
き
方
改
革
を
超
え
て

「
働
き
が
い
改
革
」を
目
指
す

標
が
達
成
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
長
時

間
労
働
の
も
と
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
抱
え
る

社
員
を
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
育
成
に
時
間
を
割
く
余

裕
も
な
い
か
ら
で
す
。

当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
２
０
１
４
年
度
下
期
よ
り
、

本
格
的
に
働
き
方
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
か
な

り
の
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。
端
的
な
の
は
総
労
働

時
間
で
す
。
東
京
本
社
地
区
の
年
間
総
労
働
時
間
は
、

取
り
組
み
前
の
２
０
１
３
年
度
２
０
５
０
時
間
か
ら

２
０
１
７
年
度
１
８
２
２
時
間
と
、
１
割
以

上（
２
２
８
時
間
）も
減
少
し
て
い
ま
す
〔
図

表
５
参
照
〕。
た
だ
、
先
ほ
ど
も
述
べ
た
と

お
り
、
働
き
方
改
革
は
生
産
性
の
向
上
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
改
革
の
ベ
ー
ス
で
あ
っ
て
、
残

業
時
間
数
の
削
減
自
体
が
目
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
個
々
人
や
組
織
の
意
識
改
革
を
通
し

て
、
多
様
な
価
値
観
、
能
力
や
経
験
が
あ
る

人
材
を
活
躍
さ
せ
、
生
産
性
の
向
上
や
革
新

的
価
値
の
創
造
に
つ
な
げ
る
こ
と
こ
そ
が
目

的
で
す
。
で
す
か
ら
、
並
行
し
て
人
事
制
度

改
革
や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

人
事
制
度
改
革
に
つ
い
て
は
、
主
要
な
グ

ル
ー
プ
会
社
で
は
、年
功
序
列
を
廃
し
て
、能

力
あ
る
人
材
を
よ
り
活
躍
さ
せ
る
た
め
に「
役

割
等
級
制
度
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、

６０
歳
以
降
の
「
継
続
雇
用
制
度
」
を
見
直
し
、
高
齢

者
の
活
躍
も
目
指
し
た
「
６５
歳
へ
の
定
年
延
長
」
の

実
施
を
し
ま
し
た
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
２
０
１

５
年
に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、

積
極
的
に
女
性
や
若
者
層
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

外
国
人
材
の
活
躍
を
推
進
す
る
体
制
を
構
築
し
て
お

り
、
研
修
等
を
通
じ
て
だ
い
ぶ
社
内
で
も
意
識
が
浸

透
し
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
も
と
も
と

女
性
が
少
な
い
会
社
な
の
で
、
女
性
役
員
、
管
理
職

数
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
低
い
レ
ベ
ル
だ
と
認
識
し
て
お

り
、
今
後
さ
ら
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

人
材
育
成
に
は
、「
企
業
の
力
の
源
泉
は
人
材
に

あ
り
」
と
い
う
大
原
則
の
も
と
、
グ
ル
ー
プ
共
通
の

人
材
理
念
と
し
て
、
常
に
安
全
・
環
境
・
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
を
優
先
す
る
人
材
、
経
営
戦
略
・
方
針
を

理
解
し
積
極
的
に
行
動
で
き
る
人
材
、
部
下
を
し
っ

か
り
育
成
で
き
る
人
材
、
常
に
世
界
を
意
識
し
行
動

で
き
る
人
材
を
掲
げ
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
喫
緊
の
課
題
と
し
て
は
、
経

営
戦
略
完
遂
の
成
否
を
分
け
る
グ
ル
ー
プ
会
社
の
次

世
代
後
継
者
の
育
成
、
海
外
事
業
の
拡
大
の
鍵
を
握

る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

各
カ
ン
パ
ニ
ー
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
求
め
る

人
材
像
に
基
づ
き
職
種
別
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

中
長
期
的
に
は
、
若
手
キ
ャ
リ
ア
を
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
と
し
て
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、

２
０
１
８
年
度
の
新
入
社
員
を
イ
ン
ド
で
の
海
外
研

修
へ
派
遣
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
意
識

の
醸
成
を
目
的
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の
受
講
料

補
助
制
度
の
ほ
か
、
資
格
取
得
奨
励
制
度
を
刷
新
し
、

自
発
的
か
つ
継
続
的
に
学
ぶ
者
に
対
し
、
積
極
的
に

支
援
お
よ
び
評
価
す
る
こ
と
と
し
、
従
業
員
が
自
ら

学
ぶ
風
土
を
醸
成
し
て
い
き
ま
す
。

当
社
が
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
し
て
「
領
域
を
こ
え

未
来
へ
」
成
長
す
る
た
め
、
今
後
も
積
極
的
に
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
生
産
性
向
上
に
資
す
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

椋
田

働
き
方
改
革
の
さ
ら
な
る
推
進
は
、
今
回
の

経
労
委
報
告（
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員
会
報
告
）で

も
強
調
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
続
い
て
、
工
藤

副
会
長
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

工
藤

当
社
は
、
売
上
の
約
７
割
が
海
外
で
、
今
後

も
海
外
を
中
心
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
シ
ャ
ト
ル
タ
ン

カ
ー
事
業
も
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
企
業
を
買
収
し
た
こ

と
で
実
現
し
た
も
の
で
す
。
最
近
は
Ｍ
＆
Ａ
案
件
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
当
社
の
場
合
、
営
業
部
門
が
担

当
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
し
た
が
っ
て
、
営
業
部
門

の
担
当
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
や
現
場
の
知
識
も
求
め
ら

れ
る
わ
け
で
す
。
そ
の
た
め
、
従
来
か
ら
、
海
外
の

現
場
・
営
業
・
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
業
務
を
網
羅
的
に
わ

か
る
人
材
を
育
成
す
る
べ
く
、
社
員
を
配
転
し
て
お

り
、
そ
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
員
の
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
を
上
げ
て

い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
例
え
ば
、
２
０
１

６
年
か
ら
毎
週
１
回
程
度
、
各
回
１０
名
ほ
ど
の
社
員

を
募
っ
て
、
基
礎
的
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
寺
子
屋
形
式
で
学
ぶ
仕
組
み
を
つ
く
り
継
続
中
で

す
。
上
司
も
部
下
の
自
主
性
を
重
ん
じ
、
こ
れ
を
応

援
す
る
ル
ー
ル
と
し
ま
し
た
。
現
在
はP

ow
er
B
I

の
活
用
で
、�
全
社
員
の（
な
ん
ち
ゃ
っ
て
）デ
ー
タ

ア
ナ
リ
ス
ト
化
�
運
動
を
展
開
中
で
す
。

今
後
は
、
社
員
が
会
社
側
の
メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
研

修
の
受
講
を
自
発
的
に
要
望
し
た
場
合
で
も
、
会
社

が
受
講
費
用
を
補
助
す
る
等
、
支
援
す
る
仕
組
み
を

つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
ほ
ど
申
し
あ
げ
た
よ
う
に
、
船
自
体
が

コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
化
し
て
い
く
な
か
で
、
船
員
の
質

の
向
上
は
非
常
に
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
２
０
０
７

年
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
商
船
大
学
を
自
前
で
設
立
し
、

優
秀
な
人
材
の
育
成
と
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。
奨

学
金
制
度
や
学
費
貸
与
制
度
を
整
え
て
お
り
、
毎
年

１
２
０
名（
航
海
科：

６０
名
、
機
関
科：

６０
名
）の
学

生
が
入
学
し
て
き
ま
す
。
卒
業
後
５０
カ
月
は
当
社
の

船
へ
の
乗
船
を
保
障
し
て
い
る
た
め
、
通
常
２
〜
３

年
で
返
済
で
き
ま
す
。
卒
業
生
の
当
社
に
対
す
る
ロ

イ
ヤ
リ
テ
ィ
ー
は
高
く
、
大
半
が
当
社
に
継
続
勤
務

し
て
お
り
、
将
来
、
優
秀
な
船
長
・
機
関
長
に
な
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

人
材
の
育
成
は
企
業
の
重
要
な
役
割
で
あ
り
、
社

会
貢
献
と
い
う
側
面
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

椋
田

小
堀
副
議
長
、
先
ほ
ど
高
度
専
門
職
制
度
を

図表５ 王子ホールディングス東京本社地区の年間総労働時間

提供：王子ホールディングス

日本郵船がフィリピンに設立した商船大学の外観と講義風景
提供：日本郵船
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日
本
企
業
は
尖
っ
た
人
材
を

尖
っ
た
ま
ま
育
て
て
い
け
る
か

２
０
１
９
年
版
経
労
委
報
告
の

ポ
イ
ン
ト

見
直
さ
れ
た
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
一
種
の
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

小
堀

そ
う
で
す
ね
。
長
い
目
で
見
る
と
、
日
本
企

業
の
雇
用
の
あ
り
方
は
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
か
ら

ジ
ョ
ブ
型
に
シ
フ
ト
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
先
ほ
ど
の
話
に
も
あ
り
ま
し

た
が
、
全
員
が
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
を
目
指
す
の
で
は
な

く
、
得
意
分
野
を
持
っ
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と

し
て
、
６５
歳
、
７０
歳
に
な
っ
て
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

高
く
働
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
べ
き
で
す
。

そ
う
し
た
人
財
を
多
く
抱
え
て
い
る
こ
と
が
、こ
れ
か

ら
の
企
業
の
競
争
力
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
度
専
門
職
制
度
に
つ
い
て
は
、
従
来
は
一
定
の

実
績
、
成
果
を
任
命
の
要
件
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
将
来
の
役
割
・
期
待
を
重
視
す
る
任
命
要
件

に
改
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
高
度
専
門
職

と
し
て
任
命
さ
れ
た
社
員
は
、
お
よ
そ
２
倍
に
増
え

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
彼
ら
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
は
非
常
に
高
く
、
今
後
の
活
躍
を
大
い
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
経
営
幹
部
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
高
め
て

い
く
な
か
で
は
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
の
観
点
を
重

視
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
経
営
陣
に
は
、
女
性
、

外
国
人
、
高
齢
者
を
含
め
た
多
様
な
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
集
団
を
束
ね
て
い
く
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

私
を
含
め
経
営
幹
部
も
コ
ー
チ
ン
グ
を
受
け
て
い
ま

す
し
、
次
期
経
営
幹
部
候
補
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

研
修
や
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
例
え
ば
、
高
齢
者
に
な
る
前
に
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
を
立
て
て
も
ら
え
る
よ
う
、
５０
歳
、
５５
歳
の

時
に
キ
ャ
リ
ア
研
修
を
行
う
と
と
も
に
、
部
長
以
上

に
つ
い
て
は
５６
歳
時
点
で
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
の
面
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
女
性
の
活
躍
に
関

し
て
は
、
育
児
休
業
で
き
る
環
境
づ
く
り
は
も
ち
ろ

ん
、
職
場
復
帰
し
や
す
い
環
境
に
重
点
を
置
い
た
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
女
性
管
理
職
の
た

め
の
メ
ン
タ
ー
制
度
な
ど
も
実
施
し
て
お
り
、
２
０

１
４
年
度
か
ら
２
０
２
０
年
度
に
向
け
て
女
性
役

員
・
管
理
職
を
２
倍
に
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、

女
性
の
活
躍
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
観
点
で
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
タ
ッ
フ
の
活
用
が
重
要
な
課
題
で
す
。
や
は
り
天

井
が
見
え
て
し
ま
う
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
ら

ず
、
転
職
し
て
し
ま
う
人
も
多
く
な
り
ま
す
。
地
域

の
な
か
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
ト
ッ
プ
に
な
れ

る
よ
う
な
制
度
を
つ
く
り
、
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

と
育
成
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

今
、
各
社
が
取
り
組
ん
で
い
る
働
き
方
改
革
を
、

当
社
で
は
「
働
き
が
い
改
革
」
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
社
員
一
人
ひ
と
り
が
、
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
持
っ
て
、
主
体
的
に
働
け
る
よ
う
、
多
様
な

働
き
方
の
選
択
肢
を
用
意
す
る
と
と
も
に
、
研
修
制

度
の
充
実
、
自
己
研
鑽
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

経
営
と
し
て
、
社
員
に
は
、
旭
化
成
と
い
う
チ
ー
ム

の
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
働
き
、
参
画
意
識
を
高
め
、

会
社
・
事
業
に
貢
献
す
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
施
策
、
環
境
づ
く
り
を
心
が
け
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

椋
田

中
村
主
任
研
究
員
、
３
社
の
事
例
に
つ
い
て

感
想
・
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
村

海
外
で
学
校
を
つ
く
る
よ
う
な
取
り
組
み
ま

で
、
働
き
方
改
革
の
選
択
肢
に
入
っ
て
く
る
と
な
る

と
、
企
業
が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
さ
ら
に
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な
人
材
に
対
し
て
い
か
な

る
投
資
を
行
う
の
か
の
戦
略
性
が
、
今
ま
で
以
上
に

重
要
に
な
り
ま
す
。

特
に
新
た
な
付
加
価
値
を
つ
く
る
に
は
、
イ
ノ
ベ

ー
テ
ィ
ブ
な
人
材
を
採
用
し
、
そ
の
人
材
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
花
開
か
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
タ
レ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
、
新
卒
採
用

の
段
階
で
次
期
幹
部
候
補
だ
っ
た
は
ず
の
人
材
が
、

何
年
か
た
つ
と
周
囲
に
ス
ポ
イ
ル
さ
れ
て
、
最
後
に

は
他
の
社
員
と
同
じ
よ
う
な
行
動
や
発
想
に
な
る
と

い
う
話
を
伺
い
ま
す
。

実
際
、
米
国
、
中
国
、
イ
ン
ド
で
は
、
自
律
的
に

キ
ャ
リ
ア
形
成
し
て
い
る
人
が
７０
％
前
後
な
の
に
対

し
、
日
本
で
は
４５
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い

う
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
精

一
杯
が
ん
ば
り
、
上
司
が
引
き
上
げ
て
く
れ
る
の
を

待
つ
と
い
う
受
け
身
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
し
て
き
た

人
と
、
自
ら
仕
事
を
つ
く
り
、
新
た
な
付
加
価
値
を

事
業
に
も
た
ら
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
身
の
キ
ャ
リ

ア
も
つ
く
る
、
そ
う
い
う
自
律
的
な
経
験
を
重
ね
て

き
た
人
た
ち
で
は
、
最
初
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
同
じ

で
も
次
第
に
経
験
の
幅
や
将
来
性
に
大
き
な
差
が
つ

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

日
本
企
業
が
真
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
追
求
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
尖
っ
た
人
材
を
尖
っ
た
ま
ま
育
て
て

い
け
る
か
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
勝
負
で
き
る
よ
う
な
人

材
に
で
き
る
か
が
問
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
上

司
の
側
に
、
多
様
な
価
値
観
や
経
験
を
理
解
す
る
力

が
必
要
で
す
し
、
社
員
に
も
、
企
業
の
競
争
力
を
高

め
る
た
め
に
、
何
が
仕
掛
け
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う

主
体
性
や
発
想
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
多
様
な
価
値

観
へ
の
共
感
や
発
想
力
は
毎
日
、
職
場
と
家
を
往
復

し
て
い
る
だ
け
で
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
副
業
、
一
度
企
業
を
辞
め
て
転
職
し

た
社
員
の
再
入
社
、
い
わ
ゆ
る
「
出
戻
り
」
を
認
め

て
い
く
こ
と
も
有
効
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
副
業
、
再
入
社
は
、
個
人
に
と
っ
て
越

境
学
習
の
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年

春
季
労
使
交
渉
に
お
け
る

経
営
側
の
基
本
ス
タ
ン
ス

椋
田

本
日
２
つ
目
の
テ
ー
マ
は
、
今
年
の
春
季
労

使
交
渉
に
お
け
る
経
営
側
の
基
本
ス
タ
ン
ス
で
す
。

ま
ず
は
、
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員
長
で
も
あ
り
ま

す
工
藤
副
会
長
に
、「
２
０
１
９
年
版
経
労
委
報
告
」

で
示
し
た
「
経
営
側
の
基
本
ス
タ
ン
ス
」
に
つ
い
て
、

ご
説
明
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

工
藤

労
使
交
渉
の
前
提
と
な
る
経
営
環
境
に
つ
い

て
は
、
緩
や
か
な
回
復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
先
行

海運業界はコモディティー化が進み、操船や安
全性担保が難しい領域のみが付加価値の高いビ
ジネスモデルとなっている。そうしたなか、当
社では、船舶データや気象情報の一元管理によ
る運航サポート、世界中のコンテナ位置・状態
のビッグデータを活用したイールドマネジメン
トなど、デジタル技術の活用で高付加価値化を
図っている。また、船員の質の向上が安全・安
定輸送という点で競争力強化の鍵となるため、
フィリピンに商船大学を設立するなど、優秀な
人材の育成・確保にも努めてきた。今次労使交
渉・協議に向けては、賃金だけでなく総合的な
処遇改善について労使の議論を深めていきたい。

（工藤泰三）

イノベーション創出に向け、高度
専門人材にとって魅力的な処遇制
度を導入し、育成を強化する取り
組みを支持する。今回の経労委報
告は、総合的な処遇改善により従
業員のダイバーシティに基づく重
点配分を打ち出した点、教育投資
の重要性を述べている点を評価す
る。今後、同一労働同一賃金に伴
う待遇説明の強化により、正社員
以外の方々のモチベーションが向
上し、企業の生産性が上昇するこ
とを期待する。 （中村天江）
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総
合
的
な
処
遇
改
善
を
重
視

春
季
労
使
交
渉
の
期
間
に
限
ら
ず
、

労
使
双
方
で
議
論
を
尽
く
す
べ
き

き
不
透
明
感
が
強
ま
っ
て
お
り
、
業
績
の
伸
び
の
鈍

化
が
見
込
ま
れ
る
業
種
も
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
経
済
を
担
う
中
小
企
業
は
深
刻
な
人
手
不

足
の
影
響
な
ど
に
よ
っ
て
景
気
回
復
を
実
感
し
に
く

い
状
況
が
続
い
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
賃
金
は
さ
ま
ざ
ま
な
考
慮
要
素
を

勘
案
し
な
が
ら
、
適
切
な
総
額
人
件
費
管
理
の
も
と
、

自
社
の
支
払
能
力
を
踏
ま
え
て
企
業
が
決
め
る
と
の

「
賃
金
決
定
の
大
原
則
」
に
の
っ
と
り
、
自
社
の
状

況
に
見
合
っ
た
賃
金
引
き
上
げ
方
法
に
つ
い
て
、
労

使
で
徹
底
し
た
議
論
を
行
い
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と

が
基
本
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
収
益

が
拡
大
し
た
企
業
や
、
中
期
的
に
収
益
体
質
が
改
善

し
た
企
業
に
は
、
賃
金
引
き
上
げ
に
対
す
る
社
会
的

な
期
待
を
考
慮
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
多
様
な
方

法
に
よ
る
年
収
ベ
ー
ス
の
賃
金
引
き
上
げ
や
総
合
的

な
処
遇
改
善
を
求
め
て
い
ま
す
。

賃
金
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
定
期
昇
給
や
賃
金

カ
ー
ブ
維
持
分
と
い
っ
た
制
度
昇
給
や
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
の
実
施
に
よ
る
基
本
給
の
改
定
、
諸
手
当
の
見
直

し
、
賞
与
・
一
時
金
の
増
額
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手

法
を
組
み
合
わ
せ
た
多
様
な
選
択
肢
の
な
か
か
ら
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

総
合
的
な
処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
自
社
の
実
情

と
社
員
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
多
様
で
柔
軟
な
働
き

方
の
実
現
や
、
福
利
厚
生
の
充
実
、
能
力
開
発
・
自

己
啓
発
の
支
援
を
柱
に
、
多
種
多
様
な
方
策
に
よ
る

検
討
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
の
春
季
労
使
交
渉
の
あ
り
方
に
つ

い
て
言
及
し
て
い
ま
す
。
近
年
の
労
使
交
渉
で
は
、

賃
金
だ
け
で
な
く
総
合
的
な
処
遇
改
善
に
つ
い
て
、

多
く
の
時
間
を
割
い
て
議
論
し
て
い
ま
す
。
複
数
年

度
に
わ
た
っ
て
検
討
を
要
す
る
課
題
な
ど
、
取
り
上

げ
る
べ
き
テ
ー
マ
を
春
季
労
使
交
渉
で
設
定
し
、
労

使
で
徹
底
的
に
議
論
し
た
結
果
を
実
行
へ
つ
な
げ
て

い
く
場
と
し
て
、
春
季
労
使
交
渉
は
さ
ら
に
深
化
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
結
ん
で
い
ま
す
。

椋
田

続
い
て
、
多
様
な
方
法
に
よ
る
賃
金
引
き
上

げ
と
総
合
的
な
処
遇
改
善
の
検
討
、
パ
ー
ト
・
有
期

雇
用
社
員
の
待
遇
改
善
な
ど
に
お
け
る
自
社
の
基

本
的
な
考
え
方
の
ほ
か
、
今
後
の
春
季
労
使
交
渉
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
お
考
え
を
お
聞
き
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
小
堀
副
議
長
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

小
堀

今
回
の
経
労
委
報
告
は
、
非
常
に
充
実
し
た

内
容
に
な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
社
と
し

て
も
、
基
本
的
に
は
こ
の
報
告
に
基
づ
い
て
今
次
の

労
使
交
渉
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

経
営
陣
か
ら
見
れ
ば
、
社
員
は
重
要
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
で
す
。
今
年
も
賃
金
引
き
上
げ
は
会
社
の

業
績
に
応
じ
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
当
社
は
、
２
０
１
４
年
以
降
、
賃
金
引
き
上

げ（
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
）を
実
施
し
て
き
て
い
る
の
で
、

で
き
る
こ
と
な
ら
継
続
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
で
、
個
人
的
な
意
見
で
す
が
、
社
員
向
け
の

報
酬
に
つ
い
て
は
、
高
度
成
長
時
代
と
は
異
な
り
、

先
々
の
景
気
動
向
の
見
通
し
が
難
し
い
時
代
に
対
応

し
た
施
策
が
必
要
で
は
、
と
感
じ
て
い
ま
す
。
当
社

の
場
合
は
、
３
カ
年
の
中
期
経
営
計
画
を
立
て
、
そ

れ
を
ベ
ー
ス
に
単
年
度
の
計
画
を
立
案
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
そ
の
中
期
経
営
計
画
の
目
標
設
定
の
な
か

に
、
生
産
性
向
上
と
と
も
に
、
社
員
向
け
の
成
果
配

分
も
組
み
込
み
、
日
本
や
世
界
の
経
済
成
長
と
自
社

目
標
の
達
成
度
と
の
整
合
を
勘
案
し
、
賃
金
改
定
を

含
め
て
報
酬
を
決
め
て
い
く
よ
う
な
施
策
が
あ
っ
て

も
よ
い
の
で
は
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

世
の
中
は
急
速
に
変
化
し
続
け
、
少
子
高
齢
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
変
化
し
て
い

る
環
境
に
各
施
策
も
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
賃
金
引
き
上
げ
も
重
要
な
施
策
で
は
あ
り
ま
す

が
、
経
労
委
報
告
に
も
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
総

合
的
な
処
遇
改
善
に
重
点
を
置
い
て
考
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
連
結
ベ
ー
ス
の
業
績
は
グ
ル
ー
プ
会
社
全

体
で
達
成
さ
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
各
社

社
員
へ
の
成
果
還
元
や
、
関
連
す
る
各
地
域
と
の
連

携
、
影
響
な
ど
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
経
営
陣
に
は
、
社
員
の
皆
さ
ん
が
働
き
や
す

い
制
度
や
環
境
整
備
を
進
め
、
福
利
厚
生
、
健
康
経

営
と
あ
わ
せ
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

椋
田

進
藤
委
員
長
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

進
藤

今
次
労
使
交
渉
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え
方

に
つ
い
て
お
話
し
す
る
に
あ
た
り
、
当
社
グ
ル
ー
プ

の
状
況
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

２
０
１
８
年
度
の
連
結
営
業
利
益
見
通
し
は
１
１

０
０
億
円
で
あ
り
、
長
年
１
０
０
０
億
円
を
目
標
と

し
て
き
た
な
か
で
よ
う
や
く
達
成
さ
れ
、
過
去
最
高

益
と
な
る
見
込
み
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
中
身
は
、

２
０
１
０
年
以
降
に
海
外
展
開
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
、

経
営
戦
略
の
１
つ
で
あ
る
「
海
外
事
業
の
拡
大
」
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
効
果
が
大
き
く
、
営
業

利
益
の
う
ち
７
割
超
は
海
外
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。

一
方
で
、
国
内
事
業
の
営
業
利
益
は
、
紙
の
需
要
縮

小
と
、
足
元
で
の
古
紙
を
中
心
と
し
た
原
燃
料
価
格

の
上
昇
に
よ
り
、
連
結
全
体
の
３
割
に
満
た
な
い
と

い
う
見
通
し
で
、
大
変
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
状
況
下
、
今
次
労
使
交
渉
に
お
い
て

も
従
来
ど
お
り
、
賃
金
引
き
上
げ
は
会
社
業
績
を
賞

与
に
反
映
す
る
こ
と
、「
増
益＝

増
額
、
減
益＝

減

額
」
に
の
っ
と
る
こ
と
が
、
基
本
的
な
考
え
方
に
な

り
ま
す
。

な
お
、
月
例
給
与
の
水
準
を
引
き
上
げ
る
場
合
に

も
、
全
員
一
律
に
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
こ
こ
数
年
の
当
社
グ
ル
ー
プ
の
主
要
な
会
社
で

の
例
を
挙
げ
る
と
、
若
年
層
の
成
績
優
秀
者
に
限
定

し
て
基
本
給
を
引
き
上
げ
た
り
、
女
性
の
活
躍
推

進
・
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
配
偶
者
へ
の
扶

養
手
当
を
廃
止
す
る
一
方
で
子
女
へ
の
扶
養
手
当
を

大
幅
に
増
額
し
、
子
育
て
世
代
へ
重
点
配
分
し
た
り

す
る
な
ど
、
そ
の
目
的
に
応
じ
て
、
対
象
者
を
限
定

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

当社は、「収益性の高い付加価値型事業の
集合体」という２０２５年の姿を見据え、多角
的な事業と多様な人財の結束で、次なる飛
躍の基盤づくりを行っている。デジタルト
ランスフォーメーションによるイノベーシ
ョン創出を実現するために、素材分野で
「マテリアルズ・インフォマティクス（MI）」
を導入するなど、さまざまな取り組みを進
めている。２０１７年に「高度専門職制度」を
改定。また、働き方改革を超えた「働きがい
改革」も進めている。今次労使交渉・協議
では、経労委報告に基づき、総合的な処遇改
善に重点を置いて議論したい。（小堀秀毅）

製紙産業は、SDGsと親和性の高い産業である。
当社では、１５０年近い歴史のなかで培った、木
質資源や紙を活用する技術を応用し、SDGsへ
の取り組みを進めている。イノベーション創出
を加速するため、人事面での後押しとして「認
定研究員」制度を導入し、高度な専門知識を有
する研究員に、革新的な研究開発に集中できる
環境を整えている。２０１４年度下期より働き方改
革に本格的に取り組むとともに、人事制度改革
やダイバーシティの推進も行っている。今次労
使交渉・協議では、従来どおり、賃金引き上げ
は会社業績を賞与に反映すること、「増益＝増
額、減益＝減額」にのっとることが、基本な考
え方である。 （進藤清貴）
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Society
5.0

に
よ
る

働
き
が
い
向
上
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

多
様
性
に
基
づ
く
重
点
配
分
、

教
育
投
資
の
重
視
を
評
価
す
る

２
０
１
２
年
の
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
制
へ
の
移
行

後
の
春
季
労
使
交
渉
に
お
い
て
は
、
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
と
し
て
定
め
た
方
針
に
基
づ
き
、
グ
ル
ー
プ
各

社
は
、
経
営
ト
ッ
プ
が
そ
の
業
績
に
応
じ
て
交
渉
に

臨
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
春
季
労
使
交
渉
と
い
う
短
く
限

ら
れ
た
期
間
だ
け
で
は
、
賃
金
を
含
め
た
処
遇
全
般

に
関
し
て
労
使
協
議
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
月
例
給
与
の

水
準
引
き
上
げ
は
、
春
季
労
使
交
渉
と
は
別
に
労
使

専
門
委
員
会
で
協
議
し
た
結
果
、
実
施
を
決
定
し
た

も
の
で
す
。
春
季
労
使
交
渉
の
時
期
だ
け
で
な
く
、

労
使
双
方
で
議
論
を
尽
く
す
こ
と
が
今
後
の
あ
り
方

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
社
員
の
待
遇

改
善
に
つ
い
て
、
当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
、
非
正
規
従

業
員
の
比
率
は
１０
％
程
度
と
世
間
と
比
べ
る
と
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
紙
・
板
紙
の
素
材
製
造
事

業
で
は
、
技
能
の
習
得
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
正

規
従
業
員
を
基
本
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
比
較
的
短
期
間
で
技
能
の
習
得
が

可
能
な
段
ボ
ー
ル
事
業
な
ど
の
加
工
事
業
で
は
、
非

正
規
比
率
が
２０
％
程
度
と
グ
ル
ー
プ
内
で
は
高
め
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
積
極
的
に
正
規
従
業
員
へ
の
転

換
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

２
０
２
０
年
４
月
に
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期

雇
用
労
働
法
が
施
行
さ
れ
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
に

よ
る
不
合
理
な
待
遇
差
の
是
正
へ
の
対
応
が
必
須
と

な
り
ま
す
の
で
、
当
社
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
対
応
方

針
を
検
討
す
る
よ
う
指
示
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

工
藤

賃
金
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
労
働
生
産
性
を

上
げ
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
欧
米
に
比
べ
て
日

本
の
労
働
生
産
性
は
低
い
の
で
、
賃
金
も
低
く
な
る

わ
け
で
す
。
理
由
は
、
冒
頭
で
申
し
あ
げ
た
と
お
り
、

も
う
か
る
商
売
を
つ
く
る
こ
と
が
難
し
い
か
ら
で
す
。

も
う
か
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
、
み
ん
な
で
考
え
て

い
く
時
期
に
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、Society

5.0

、
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
フ
ル
活
用
し
な

が
ら
、
労
働
生
産
性
を
上
げ
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で

す
。私

は
、
日
本
社
会
に
と
っ
て
人
口
減
少
は
逆
風
で

は
な
く
「
追
い
風
」
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
的
な
側
面
も
あ
っ
た
わ

け
で
す
が
、
労
働
力
不
足
に
よ
っ
て
、
そ
の
制
約
も

な
く
な
り
ま
し
た
。
思
い
切
っ
て
Ｒ
Ｐ
Ａ（R

obotic

P
rocess

A
utom

ation

）な
ど
も
導
入
で
き
る
。
そ

れ
に
よ
り
、
社
員
に
は
、
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
、

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
に
就
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
る
わ
け
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
社
員
に
投
資
し
、

能
力
を
高
め
て
も
ら
わ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
今

回
の
経
労
委
報
告
も
、
人
材
に
対
す
る
投
資
が
重
要

で
あ
る
と
し
、
総
合
的
な
処
遇
改
善
の
な
か
に
社
員

の
教
育
を
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
地
方
や
中
小
企
業
が
大
き
な
課

題
で
し
た
が
、
よ
う
や
く
地
方
で
も
有
効
求
人
倍
率

が
１
を
超
え
て
き
ま
し
た
。
地
方
や
中
小
企
業
に
と

っ
て
、
労
働
生
産
性
を
上
げ
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い

ま
す
。
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
良
い
と
こ
ろ
は
、

世
界
に
つ
な
が
る
こ
と
で
す
。
地
方
の
中
小
メ
ー
カ

ー
で
あ
っ
て
も
、
ｅ
コ
マ
ー
ス
に
乗
っ
て
、
良
い
商

品
が
あ
れ
ば
売
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

Society
5.0

は
、
地
方
に
と
っ
て
も
中
小
企
業
に

と
っ
て
も
、
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
す
。Society

5.0

に
よ
る
働
き
が
い
向
上
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
を
副
題
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
今
回
の
経
労
委
報

告
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

椋
田

最
後
に
、
中
村
主
任
研
究
員
よ
り
、
お
三
方

の
ご
発
言
を
聞
い
て
の
感
想
や
、
春
季
労
使
交
渉
へ

の
期
待
な
ど
、
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中
村

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
推
進
し
て
い
く
な
か
で
、

総
合
的
な
処
遇
改
善
を
打
ち
出
し
、
若
者
や
子
育
て

世
代
、
介
護
世
代
な
ど
、
多
様
性
に
応
じ
て
手
当
を

重
点
配
分
し
て
い
く
流
れ
は
、
歓
迎
す
べ
き
も
の
だ

と
考
え
ま
す
。
教
育
投
資
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
る

点
も
評
価
し
て
い
ま
す
。

集
団
的
労
使
交
渉
と
い
う
の
は
組
合
員
全
員
が
求

め
る
こ
と
を
要
求
す
る
に
は
強
力
で
す
が
、
個
別
の

属
性
や
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
利
害
が
異
な
る
要
望
を

通
す
の
は
、
構
造
的
に
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

る
意
味
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
最
も
相
性
が
悪
い
の

が
集
団
的
労
使
交
渉
で
す
。
労
働
者
の
多
様
性
に
応

じ
て
分
配
に
傾
斜
を
つ
け
る
こ
と
が
発
展
的
だ
と
、

労
使
で
合
意
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
が
ま
す
ま
す
進
む
今
後
の
礎
に
な
り
ま
す
。

そ
の
う
え
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
２
点
あ

り
ま
す
。
企
業
の
経
営
努
力
も
あ
り
、
こ
こ
数
年
、

賃
金
の
引
き
上
げ
基
調
が
続
い
て
い
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
Ｇ
７
各
国
で
見
た
と
き
に
、

１
９
９
０
年
代
か
ら
平
均
賃
金
が
上
が
っ
て
い
な
い

の
は
日
本
と
イ
タ
リ
ア
だ
け
で
す
。
日
本
国
内
で
働

く
個
人
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
キ
ャ
リ
ア
を
築
き
、
将

来
に
展
望
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
賃
金
を
さ

ら
に
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
た
め
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
と
労
働
生

産
性
の
向
上
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
同
一
労
働
同
一
賃

金
を
含
む
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
が
順
次
施
行
さ

れ
ま
す
。
こ
の
な
か
で
、
事
業
主
は
、
正
社
員
以
外

の
方
々
か
ら
求
め
が
あ
っ
た
場
合
は
「
正
社
員
と
の

待
遇
差
の
内
容
や
理
由
」
な
ど
の
説
明
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
当
研
究
所
が
２
０
１
７

年
に
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
雇
用
形
態
に
よ
ら
ず
、

社
員
の
約
６
割
が
賃
金
制
度
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
、
あ
る
い
は
受
け
た
記
憶
が
な
い
と

回
答
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
９
割
以
上
の
人
が
、
賃

金
引
き
上
げ
に
つ
い
て
職
場
で
公
式
に
要
望
し
た
こ

と
が
な
い
と
答
え
て
い
ま
す
。

日
本
的
な
同
一
労
働
同
一
賃
金
が
進
め
ら
れ
て
い

く
な
か
で
、
集
団
的
労
使
交
渉
と
は
種
類
の
違
う
、

個
別
的
な
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て

い
き
ま
す
。
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
よ
り
、
賃
金
制

度
が
公
平
で
透
明
性
の
高
い
も
の
に
な
る
と
、
何
を

す
れ
ば
賃
金
が
上
が
る
の
か
が
明
確
に
な
り
、
従
業

員
側
も
能
力
を
高
め
よ
う
、
成
果
を
上
げ
よ
う
と
い

う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
湧
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
企

業
の
生
産
性
も
向
上
し
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
今
次
の
春
季
労
使
交
渉
に

と
ど
ま
ら
ず
、
数
年
間
か
け
て
進
ん
で
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

椋
田

今
年
の
春
季
労
使
交
渉
に
向
け
、
非
常
に
示

唆
に
富
ん
だ
議
論
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
２
０
１
９
年
１
月
２４
日

経
団
連
会
館
に
て
）

撮影：諸岡 亮


